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平平成成 2200 年年岩岩手手・・宮宮城城内内陸陸地地震震かからら１１年年  

～～地地震震災災害害かかららのの早早期期復復旧旧をを目目指指しし、、県県土土整整備備部部のの総総力力をを結結集集～～  
  

平成 20年６月 14日に発生した岩手・宮城内陸地震から１年。岩手県内において観測史上最大の震度を記録し

たこの地震では、一関市、奥州市を中心に甚大な被害が発生しました。 

地震から１年が経過し、これまで復旧・復興作業を急ピッチで進めて来ましたが、未だ国道 342 号の一部が

全面通行止めになっているなど、公共土木施設の復旧はまだ道半ばです。県土整備部では、今後とも復旧・復

興に総力を挙げて取り組んで参ります。 
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編集 県土整備企画室 
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